
７ 

東
海
林
進
次
郎
か
？ 

 

東
海
林
運
三
郎 
宮
城
県
出
身
東
高
師
３
３
卒 

在
職
３
３
～
３
６ 

 

東
海
林
運
三
郎
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た 

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、 

現
在
ま
で
に
何
回
も
発
行
さ
れ
て
い
る
桐 

陰
会
の
同
窓
会
名
簿
の
ど
の
年
度
の
も
の 

を
見
て
も
、
東
海
林
運
三
郎
と
い
う
教
官 

名
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
よ
く
似 

た
名
前
と
し
て
、
東
海
林
進
次
郎
と
い
う 

名
前
が
あ
る
だ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭 

和
２
年
度
の
『
東
京
高
等
師
範
学
校
一
覧
』 

の
明
治
３
３
年
の
卒
業
生
に
は
東
海
林
運 

三
郎
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
英 

語
科
の
列
伝
で
、
た
び
た
び
引
用
し
て
い 

る
『
あ
る
英
文
教
室
の
１
０
０
年
』
の
伊 

村
論
文
で
も
、
東
海
林
運
三
郎
の
名
前
に 

な
っ
て
い
ま
す
。
運
三
郎
が
正
し
い
の
か 

進
次
郎
が
正
し
い
の
か
、
そ
れ
と
も
同
一 

人
物
が
改
名
し
た
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か 

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
英
語
科
以
外
の 

他
の
教
科
に
東
海
林
進
次
郎
と
い
う
教
官 

は
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
昭
和
２
年
の
段 

階
で
は
、
東
海
林
運
三
郎
は
死
亡
と
な
っ 

て
い
ま
す
。
今
後
の
調
査
が
必
要
な
教
官 

で
す
。（
明
治
３
８
年
、
第
１
４
回
卒
業
生
の
担
任
は
、 

東
海
林
運
三
郎
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た
ぶ
ん
、
各
桐 

陰
会
名
簿
に
載
せ
て
い
る
「
進
次
郎
」
は
間
違
い
の
可
能 

性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。） 

８ 

比
較
宗
教
学
の
研
究 

 

岸
本
能
武
太 

岡
山
県
出
身
同
志
社
１
８
卒 

 

在
職
３
４
～
３
８ 

東
高
師
教
授 

 

岸
本
能
武
太
は
、
明
治
１
５
年
に
、
新 

島
襄
に
よ
り
、
受
洗
し
、
同
志
社
を
卒
業 

す
る
と
、
滋
賀
県
の
彦
根
中
学
で
英
語
を 

教
え
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
２
３
年
に
ハ 

ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
、
宗
教
学
を
学 

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
帰
国
す
る
と
す
ぐ 

に
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
）
に
招 

か
れ
、
哲
学
や
英
語
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。 

し
か
し
、
早
稲
田
の
英
語
専
修
科
が
廃
止 

さ
れ
た
た
め
、
東
京
高
等
師
範
に
移
り
、 

英
語
を
教
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ 

の
間
、
彼
は
、
幸
徳
秋
水
ら
と
、
社
会
主 

義
研
究
会
な
ど
を
結
成
し
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
岸
本
の
中
学
で
の
授
業
で 

の
よ
う
す
に
つ
い
て
は
、
滝
沢
敬
一
（
１ 

０
回
）
の
思
い
出
話
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま 

す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
岸
本
は
ず
ん
ぐ
り 

と
肥
え
て
い
た
の
で
、
生
徒
は
名
前
の
「
の 

ぶ
た
」
を
も
じ
っ
て
「
岸
本
の
豚
」
と
渾 

名
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
英
語
の
授
業 

で
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
訓
練
に
熱
心
で 

「
一
番
面
白
か
っ
た
の
は
、後
に
岡
田
式
静
座
法
の
信
者 

と
な
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
仕
込
み
の
岸
本
能
武
太
先 

生
、・
・
・
ア
ク
セ
ン
ト
の
必
要
を
論
じ
、
首
を
強
く
或 

い
は
弱
く
前
後
に
振
り
動
か
し
て
第
一
次
第
二
次
揚
音 

符
の
稽
古
を
さ
せ
ら
れ
、・
・
・
往
来
で
も
電
車
中
で
も 

練
習
せ
よ
と
言
わ
れ
た
。
」 

と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
お
か 

げ
で
、
滝
沢
が
ロ
ン
ド
ン
に
遊
ん
だ
と
き 

で
も
、
発
音
だ
け
に
は
苦
労
し
な
か
っ
た
、 

と
も
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
岸
本
は
中
耳
炎
等
の
病
気
の 

た
め
、
附
属
を
辞
め
て
治
療
に
専
念
し
、 

後
に
、
ま
た
、
早
稲
田
大
等
で
教
え
ま
し 

た
。
東
大
教
授
で
、
自
ら
の
が
ん
闘
病
記 

を
記
し
た
『
死
を
見
つ
め
る
心
』
な
ど
の 

著
書
が
あ
る
岸
本
英
夫
（
３
０
回
）
は
、 

能
武
太
の
次
男
で
す
。 

岸
本
能
武
太
著
『
岡
田
式
静
坐
三
年
』
大
日
本
図
書
大
４ 

 
 

９ 

東
京
外
語
大
第
一
回
卒
業
生 

 

片
山 

寛 

長
野
県
出
身 

東
京
外
国
語
学
校
３

３
卒 

在
職
３
４
～
４
２ 

東
京
外
大
教
授 

 

片
山
寛
は
、
長
野
県
に
生
ま
れ
、
福
井 

や
金
沢
で
そ
れ
ぞ
れ
１
年
カ
ナ
ダ
人
の
宣 

教
師
の
通
訳
を
や
っ
た
後
、
明
治
３
０
年 

に
東
京
外
国
語
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
そ
こ
の
第
１
回
卒
業
生
に
な
る 

と
と
も
に
、
附
属
中
学
の
教
官
に
な
り
ま 

し
た
。
東
京
外
国
語
学
校
の
卒
業
生
が
、 

な
ぜ
、
附
属
中
学
の
教
官
に
な
っ
た
か
に 

つ
い
て
は
、
当
時
の
東
京
高
等
師
範
の
英 

語
専
修
科
の
卒
業
生
の
問
題
が
あ
っ
た
か 

ら
で
す
。
と
い
う
の
は
、
当
時
、
東
京
高 

等
師
範
に
は
、
英
語
専
修
科
が
あ
り
、
そ 

の
第
１
回
卒
業
生
が
平
田
禿
木
で
あ
っ
た 

こ
と
は
、
前
号
に
記
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、 

第
２
回
生
に
は
、
石
川
祐
助
（
作
家
・
石
川
達 

三
の
父
）
な
ど
が
い
ま
す
が
、
３
回
生
の
入 

学
・
卒
業
は
３
年
間
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
同
志
社
出
身
の
岸
本
や
東
京
外 

国
語
学
校
出
身
の
片
山
な
ど
が
採
用
さ
れ 

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

片
山
の
授
業
は
、
精
確
で
じ
み
に
教
え 

る
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す 

が
、
英
文
学
よ
り
は
、
英
語
の
名
工
の
よ 

う
な
教
え
方
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま 

す
。
し
か
し
、
彼
が
東
京
高
等
師
範
に
採 

用
さ
れ
た
と
き
は
、
同
年
輩
の
同
僚
（
東
海 

林
運
三
郎
の
こ
と
か
？
・
山
口
）
よ
り
も
月
給
が 

五
円
高
く
て
、
同
僚
と
の
付
き
合
い
が
う 

ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
、 

後
年
、
片
山
は
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ 

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
の
後
、 

東
京
外
国
語
大
学
に
戻
り
、
そ
こ
の
教
授 

を
長
年
に
わ
た
っ
て
勤
め
ま
し
た
。『
英
語
青 

年
１
２
４
巻 

第
２
号
』
昭
和
５
３
年
「
片
山
寛
氏
追
悼
」 

各
思
い
出
話 

１
０ 

コ
ン
サ
イ
ス
英
和
辞
書
と
ハ
ン
セ

ン
病 

 

金
澤 

久 

静
岡
県
出
身
独
学
在
職
３
４
～
３
８ 

 

金
沢
久
に
つ
い
て
は
、
調
査
不
足
に
よ

り
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
幕
末

に
生
ま
れ
、
独
学
で
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
や
リ

デ
ル
に
英
語
を
習
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た

こ
と
、
そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
た

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
帰
国
後
、
附

属
中
の
教
官
と
な
り
、
大
正
１
１
年
、
神

田
乃
武
と
と
も
に
『
袖
珍
コ
ン
サ
イ
ス
英

和
辞
典
』
を
編
集
し
ま
し
た
。
こ
の
辞
典

は
、
カ
ナ
表
記
が
な
く
、
国
際
音
声
学
協

会
制
定
の
発
音
記
号
に
よ
る
初
め
て
の
辞

書
で
、
長
く
愛
さ
れ
た
三
省
堂
の
コ
ン
サ

イ
ス
英
和
辞
典
に
な
り
、
現
在
も
使
用
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
リ
デ
ル
と
い
う
人

物
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
や
っ
て
き
た
宣
教

師
で
、
明
治
に
熊
本
で
初
の
ハ
ン
セ
ン
病

院
、
回
春
病
院
を
つ
く
っ
た
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
取
り
組
み
に
大
き

な
足
跡
を
残
し
た
人
物
で
す
。
こ
の
リ
デ

ル
の
活
動
に
対
し
、
金
沢
は
や
は
り
附
属

中
の
英
語
講
師
で
も
あ
っ
た
本
田
増
次
郎

（
本
田
も
一
時
期
、
熊
本
＝
第
五
高
等
学
校
教
授
で
あ
っ

た
）
と
と
も
に
多
大
な
援
助
・
貢
献
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
本
田
は
、
動

物
虐
待
防
止
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
金
沢
は
、
附
属
中
教
官
・
東
京
高

等
師
範
教
授
、
学
習
院
教
授
な
ど
を
歴
任

し
ま
し
た
。 

附
属
中
学
校 

教
官
伝 

英
語
科
編
６ 

第
１
０
６
号 

 

平
成
２
１
年
１
０
月
２
５
日 

 


